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最初の頃の自己研鑽 

 

中西光広 

静岡大学技術部 技術長 

 

１、 はじめに 

昭和４８年に国家公務員試験に合格し、静岡大学に採用された当時の最初の頃のスキルアップを自己

的解釈で報告する。 

本学において「静岡大学の強み・特色の一層の伸張」「教育研究組織の改革に関する取組」など「改革

加速期間」と位置付け、各学部においてもより早急な課題検討が進められています。技術部において

も大学の改革に沿った技術力を身につけなければならないまた現況を踏まえた自己研鑽も若年時には

必要である。 

 

２、 報告 

幅広い知識を得る一方法として、法律経済短期大学（静岡大学）に入学（74年）し、そこで将来の一

選択肢として、中学社会の教員免許状取得を目指した。母校中学（伊勢市立北浜中学平成２７年度廃

校計画）での教育実習期間を、学部研究室で認められ、許可され期間中教壇に立った。はじめて教員

的なプレゼンテーション行い後に、実験説明など役立った。 

当時木材抽出成分の有効利用を教員が手掛け私も協力する中、試料樹木であるスギ材に関連して屋久

島杉視察旅行（自費）を敢行した 

 

３、 海外自費視察 

初めての海外では、同研究室の助教授が、カナダ留学を果たしそれに伴い同学科助手（現国際交流セ

ンター長）他とカナダ・バンクーバーに９日間視察旅行（自費）を 81 年に行いました。ブリティシ

ュコロンビア大学（ＵＢＣ）及び林産試験室などの見学とともに、当大学技術職員と少しの会話（通

訳有り）をし、これからの職種を見据える上で大いに役立った。  

 

    図１  現 UBC 

 

写真は、カナダ国林産研究所です。当研究所は、

1979 年に国立の研究機関から法人組織に変わ

りました。林産科学の紙・パルプ研究は、別機

関になりましたが同建物に同居しています。 



４、研究支援 

仕事内容にお

いて、学生実

験指導に加え

研究支援業務

が増え、その

成果を日本木

材学会で発表

することにな

った。 

  ５、外部資金 

  平成３年度科 

  学研究費補助 

  金・奨励研究 

  （B）が採択 

  され研究資金 

  を得た。 

またこのこと

が学報に掲載 

され技術職員 

の仕事がアピ

ールされた。 

 

 

 

 

  

  

   １，ベイモミ材の人工乾燥時に起こる変色障害原因物質 

     中西光広、甲斐勇二、寺谷文之 

     第 34回 日本木材学会大会研究発表要旨集 P１３９（１９８４） 
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     第 43回 日本木材学会大会研究発表要旨集 P４８３（１９９３） 

   ６，ヒノキ葉油のゴキブリ忌避成分とその持続性 

     中西光広、江口英敏、西田友昭、前川英一 

     第 44回 日本木材学会大会研究発表要旨集 P２５４（１９９４） 

  ７，街路樹枝葉のゴキブリ忌避効果 

  中西光広、堤佑司、西田友昭  

   第 51回 日本木材学会大会研究発表要旨集 P３７２（２００１） 
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